
訳者前文

本稿は、２００８年１１月１２日、１５日の両日に

行われた講演、Wolfgang E. J.Weber, Übel und

Mittel. Der Krieg in der politischen Kultur des

frühneuzeitlichen Europasの全訳である。

訳者は、共同研究「近世ヨーロッパの戦争

から見る国家とアイデンティティに関する総

合的研究」の研究代表者として、２００７年（平

成１９年）から２００９年（平成２１年）の３カ年

にわたり、科学研究費補助金の交付を受けて

いる。この共同研究は、ヨーロッパ史上でも

類例を見ないほど戦争が集中した、近世３００

年（１５世紀末から１８世紀末）を対象としつつ、

この時代（近世）の特徴と意味を、戦争との

関連から明らかにすることを目指している。

従来のヨーロッパ史研究においては、戦史や

軍事技術、戦略・戦術が対象とされてきたの

に対して、本来歴史学研究が明らかにすべき

時代的特性に迫るための研究視角として、戦

争はほとんどタブー視されてきた。しかしな

がら近年の近世ヨーロッパ史研究は、近世３００

年にわたる政治・社会・文化的動向の背景に、

この時代に頻発した戦争の影響を指摘してい

る。

本共同研究の研究分担者は、以下のとおり

である。

指 昭博 神戸市外国語大学外国語学部教授

イギリス近世史

井内太郎 広島大学大学院文学研究科教授

イギリス近世史

小山 哲 京都大学大学院文学研究科教授

ポーランド近世史

佐々木真 駒澤大学文学部准教授

フランス近世史

古谷大輔 大阪大学世界言語研究センター准教授

スウェーデン近世史

このような課題の設定にいたった所以のひ

とつには、ヨハネス・ブルクハルト（ドイツ・

アウクスブルク大学ヨーロッパ文化史研究所

教授）に代表される、ドイツにおける近年の

研究動向がある。ブルクハルトは、「戦争の頻

発」を近世の時代的特性とし、戦争を焦点に

して、近世ヨーロッパ史の体系的な把握を目

指した。彼の試みの中核をなすのは、「戦争の

頻発」をもたらした原因を、主権国家および

生成途上の諸国家体系の不安定さに求めよう
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とする認識である。こうした認識から、国家

「間」の戦争であった近代以降の戦争とは異な

り、国家ないしは国家への帰属意識（アイデ

ンティティ）を作り出す主要因として近世の

戦争を捉える視点が獲得される。

このようなブルクハルトの視点から学びつ

つ、日欧間の研究交流をも促進するために、

上記の J・ブルクハルト、ならびに彼の同僚と

して「戦争と平和」に関する研究プロジェク

トを遂行しているヴォルフガング・E・J・

ウェーバー（同研究所教授）が、海外の研究

協力者として本共同研究に参加している。

２００８年度は、ブルクハルト、ウェーバーの

両氏を我が国に招聘し、研究講演会をもつこ

ととなった。１１月１０日から１６日におよぶ１

週間、両氏は京都と東京に滞在し、京都では

１２日に京大会館において、東京では１５日に駒

澤大学大学会館において講演を行った。本稿

は２つの講演のうち、ウェーバー講演の翻訳

を担当するものである。ちなみに、ブルクハ

ルト講演（「近世ヨーロッパにおける戦争と平

和」）については、鈴木直志氏（桐蔭横浜大学

法学部）による翻訳が『桐蔭法学』誌上に掲

載される運びである。

講演者ウェーバーは、１９５０年、ドイツ西南

部バーデン地方の大学町フライブルク・イム・

ブライスガウの生まれである。同地のフライ

ブルク・イム・ブライスガウ大学で、歴史学、

政治学、社会諸科学を修めた後、アウクスブ

ルク大学において、近世および近代史の分野

で博士号ならびに教授資格を取得している。

フライブルク・イム・ブライスガウ大学での

講座代行教員、アメリカ合衆国エモリー大学

の客員教授などの職をへて、１９９５年以来、ア

ウクスブルク大学ヨーロッパ文化史研究所に

おいて研究部門長兼事務局長 Direktor und

Geschäftsführender Wissenschaftlicher Sekre-

tärの要職にあり、研究所のプロジェクト全般

を指導・統括する立場にある。

ウェーバーの研究領域は多岐にわたってい

る。すなわち、史学史（わけても１９、２０世紀

に お け る 史 学 史）、１７世 紀 の 思 想 史

Ideengeschichte、近世・近代のヨーロッパ文

化史がその主要な柱をなしている。いずれの

場合においても、文化史の方法を駆使した通

時的な分析と叙述を展開するところに、彼の

研究手法の特徴があるように思われる。こう

した特徴は、ブルクハルト講演と対をなす位

置取りを与えられている本講演においても、

遺憾なく発揮されている。それだけに、１５世

紀からフランス革命までをも射程におさめた

本講演には、難解な部分も少なくなかったた

めに、これを読みやすい日本語に移し替える

作業は、思いのほか困難をともなうものとなっ

た。訳者が文意を把握しきれなかったいくつ

かの箇所については、事前の電子メールによ

るやり取りをつうじて氏よりご教示をいただ

くことができた。訳文の作成にあたっては、

研究講演会に参加された皆さんからのご指摘

に、わけても田口正樹氏（北海道大学大学院

法学研究科）からいただいた懇切丁寧なコメ

ントにおおいに助けられた。これらの方々に

感謝したい。さらには、日本語への翻訳につ

いて快諾いただいたウェーバー氏には、ここ

で深く感謝申し上げなくてはならない。

もっとも、翻訳に関する責任はすべて訳者

にある。犯しているかもしれない誤訳の指摘、

あるいは本稿に関連する諸領域に関わる方々

のご意見を広く乞う次第である。

文化は戦争を押し進める方向に作用するの

だろうか。それとも、平和を促進する方向に

働くのか。この問いについての時事問題にお

ける議論が、（問題の－訳者）適切な仕分けと
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十分な歴史的知識の点で、つねに人目を引く

とは限らない。とりわけ、近世のヨーロッパ

を規定した、思想史的かつ文化的諸傾向によ

る相応の影響は、しばしばきわめて一面的に

評価されてきた。以下の私による講演は、こ

の問題に取り組むものである。私は、１５００年

から１８００年の間のヨーロッパにおいて変遷し

てきた思想史的－文化的な方向性を背景とし

て、戦争と戦争に関する評価との間にある最

も重要な諸関連を、ひとつの概観として吟味

する。その際、場合によっては生じえたアン

ヴィバレンスと諸矛盾をも把握することも目

標とする。近世全般を包括する年代順の詳述

を（本講演で－訳者）行うことはできないの

で、代表的な一齣としての世紀転換期をその

つど取り上げて論じることにする。ここで選

ばれた類いの探索的なスケッチを行うには、

こうした方法で十分であろう。

１．１５００年頃：拡張、敬虔、古典的人文
主義

１５００年頃、ヨーロッパ中心部のエリートた

ちは、組織化された暴力行使、すなわち戦争

について、中世と比べて質量双方の点で新し

いタイプの経験を手中にしていた。強められ

地理的に拡大した流動性、ならびに印刷業を

通じて最大限にまで高められた通時的かつ共

時的なコミュニケーションにより、何よりも

まず、知識が拡げられ、新しいタイプの評価

が定着した。

文化内的に、すなわちラテンキリスト教世

界の内部においては、とりわけ以下の諸戦争

が、間接的ないしは直接的なプレゼンスを示

した。わけてもノルマンディーをめぐる、１４４９

年ないしは１４５１年までにおけるイングランド、

フランス両王権間の戦争。イングランドのば

ら戦争（１４５５～１４８５年）。１４７７年までのフラン

ス王権に対する、地位上昇を求めてのブルゴー

ニュの戦い（ブルゴーニュを中心とする反国

王同盟の戦い－訳者）。１４９４年以降におけるフ

ランスのイタリアへの侵攻。教皇領をふくめ

た諸侯領と都市共和国との間に生じたイタリ

ア内部の諸戦争。１４８５年のウィーン占領をそ

の頂点とする、ハプスブルクに対するハンガ

リー王マチャーシュ・コルヴィーヌスの戦争。

さらには、多様なヴァリアントを伴いつつ、

王権と貴族ないしは諸身分との間におけるよ

り小規模な紛争なども、諸戦争の範疇に含め

られる。

これに加えて、周知の異なる文化間の諸戦

争、すなわち、ラテンキリスト教世界に属さ

ない敵対勢力に対してこの世界のアクターた

ちが仕掛けた諸紛争が生じた。南方において

は、１４９２年までのレコンキスタならびにイス

ラムの属領を治めた北アフリカの支配者に対

抗する諸戦闘というかたちにおいて。東方で

は、ギリシア正教の敵ならびに非キリスト教

徒であるスラヴ人の敵に対する、ポーランド

およびハンガリーの支配者たちの戦いという

形式をとって。南東方面では、ふたたびイス

ラム教徒、とりわけても、１４５３年のコンスタ

ンチノープルの陥落をその頂点とする、オス

マン・トルコに対抗して。これらの諸事件は、

キリスト教世界内での諸戦争よりもさらに大

きなメディア報道の影を投げかけた。最終的

には、１４１９年から１４３６年におけるフス戦争

が、キリスト教世界内での宗派間戦争の新た

な形を前もって指し示す、ひとつの先例となっ

た。

ビラやパンフレット、様々な類いの報告に

よって伝えられたこれら同時代の諸戦争につ

いての知識ときわめて多様な判断に対し、こ

の間、さらに大量の広範な軍事知識、すなわ

ち、人文主義の立場から再び取り上げられ、
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解明され、注釈を施された古典古代の諸戦争

に関する知識が付け加わった。しかるべき翻

訳や古典書を精査するさいには、とりわけペ

ルシア戦争やポエニ戦争やアレクサンダー大

王の遠征が、いちだんとプレゼンスをもち、

同時に実際の行動に関連性をもつ戦争として

見なされたにちがいない。なぜなら、少なく

とも古典的人文主義は、（当時における－訳

者）現在が古代から歴史的に隔たっているこ

とをまったく考慮に入れていなかったからで

ある。さらに１５００年頃には、非ヨーロッパ世

界の舞台における諸戦争は、たかまりゆくプ

レゼンスを有し、ならびにとりわけ異種性に

ついての自覚の強まり、言い換えれば異文化

接触の特質をもつ戦争として見なされていた。

非ヨーロッパ世界の舞台とは、アフリカの西

海岸、とりわけポルトガルによるアジア進出

の対象として選ばれた諸地域、なかんずくス

ペインの勢力拡大にさらされた新世界を指す。

拡張され、深められた軍事知識は、いかな

る分野にあったのだろうか。ヨーロッパ中心

部のエリートたちは、この軍事知識を先に述

べた方法で蓄積し、彼らの行動の基盤とした。

何よりもまず、狭義における軍事の知見、す

なわち、装備、組織、戦術と戦略が、これに

相当する分野であった。古典古代の史料と非

ヨーロッパ世界の諸戦争についての報告から、

直接的なヨーロッパでの経験が提供しないよ

うな知識がこれに付け加わった。これらの技

術的な知見には、戦争内在的－軍事技術的な

評価ならびに外在的－規範的な評価が結びつ

いた。こうした評価は一方において、軍司令

官たちが彼らの戦争に求められる条件と成功

への見込みをより厳密に想定することを可能

にした。他方では、まさに戦費および戦争の

もたらす影響についての正確な知識が、戦争

の正当性とその実際上の利益という根本問題

に関する省察を促した。

１５００年頃の時期については、これまで述べ

てきた観点において、３つの決定的であり、か

つ互いに結びついている評価の地平が想定さ

れうる。第１にわれわれは、中世末期的な敬

虔の終末期にあり、それと同時に、ラテン的

西欧の宗教改革と宗派化によるキリスト教世

界の破裂を前にしている。第２に、普遍的倫

理、人間らしさ、自然法といった、宗派以前

ないしは宗派を超えた新たな評価基準を、人

文主義が強化した。この評価基準は、文明化

にむけた刷新、とりわけ絶え間ない戦争によっ

て特徴づけられる野蛮状態の克服という願望

と結びついた。第３に、１４０５年まではモンゴ

ル人、それ以後はオスマン・トルコにより東

方からもたらされた全ヨーロッパ規模の脅威

によって特徴づけられる環境の中で、ヨーロッ

パの国家形成および諸国家体系の形成が幕開

けした局面に、われわれはいる。

ラテンキリスト教世界の地平から、原理的

には、キリスト教徒同士の諸戦争にたいする

断罪ならびに非キリスト教徒に対する戦争の

意味における異文化間の戦争への義務づけが

発生した。その背景にはなお一貫して、十字

軍理念が存在しており、１５世紀には、わけて

も多くの説教の場においてこの理念が説かれ

た。人文主義の地平からは、あらゆる戦争が

古典古代の模範にもとづく、円滑で体系的な

人文主義による教育と文化の改良を妨げる限

りにおいて、同様に戦争に対する非難が次第

に生じた。しかしながら、同時に人文主義は、

文明化された諸民族間の戦争を緩和し、抑止

するために、軍事的な専門知識と倫理的－法

的な手がかりを提供した。これに対し、国家

創設者と国家経営に携わった人々のパースペ
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クティヴは、何よりもまず、戦争の効率化に

向けられた。自分たちを支持する人々を動員

しうることを目的とした、説得的な正当化も

また、効率化を助けた。これに対してようや

く二次的に、戦争において獲得物を継続して

保持し、これを利用することを可能にしたい

とする関心から、「勝者は平和を愛す」のモッ

トーにもとづいて、（戦争を－訳者）限定し、

抑止しようとする傾向が生まれた。例えば、

こうした傾向の中には、今やますます追求さ

れるようになった観念も含められていた。す

なわち、戦争を遂行する権利について決定権

をもつアクターに留保し、それ以外の望まし

くない煩わしいアクター、具体的には、フェー

デ権および自力救済権を要求する中小貴族を

犯罪者とみなす観念がそれである。

２．１６００年頃：対トルコ防衛戦争、宗教
改革、宗派化、後期人文主義

次の歴史的局面、すなわち１６００年頃の局面

において、戦争とその評価に関する条件と形

式と傾向は、ある部分についてはさらに深め

られ、別の部分に関しては新たな変種と要素

が付け加えられた。

南西部において、ヨーロッパの境界領域は

（戦争の－訳者）負担から解放されていた。ス

ペインとポルトガルは、新世界における植民

地の建設およびそこからの搾取を続行した。

イングランド、オランダ、フランスもこれと

同じ進路をとった。この地における強大な共

通の敵の不在により、（これらの国々にとって

－訳者）固有の競合関係にますます決定的に

決着をつけることが許された。西方の通路を

経由することにより、もはや個別の地域だけ

ではなく、（広域にわたって－訳者）遠方のア

ジアに到達することができた。もっともアジ

アの地においては、アメリカやアフリカとは

異なり、強力な地方や地域の支配者と支配組

織に人々は遭遇した。彼らの抵抗に対しては、

きわめて多様な方法で軍事的にないしは外交

的にこれを克服することが求められた。北方

および北東方面を守ったのは、発展途上にあっ

たラテンキリスト教世界の国々、とりわけて

もデンマーク、スウェーデンとポーランドで

あった。ギリシャ正教のロシアは、タタール

の撃退（１５５２年から１５５６年においてカザン、

アストラハン両ハン国が征服されたが、１５７１

年にクリムハンによりモスクワが占領され、

放火された）およびオスマン・トルコの撃退

に力を注いでいた。

オスマン・トルコに対する南方および南東

部における異文化間の戦争については、まだ

戦争に勝利をおさめたというわけでは決して

なかったが、その拡大段階にあって、勝った

ことがないにもかかわらず高い位置づけを、

この戦争は確保し始めた。少なくとも全く同

様に重要であったのは、文化内的な特質と異

文化接触の傾向をもつ特質とのあいだで揺れ

動いていた、（以下のような－訳者）新しいタ

イプの宗派戦争ないしは宗教戦争である。１５２４

年から２５年における、ある意味ではその発端

としてのいわゆるドイツ農民戦争。フランス

における１５６２年から１５９８年のユグノー戦争。

部分的には、１５７０年から８０年頃以降における、

北部ネーデルラントの蜂起とこれに対する制

圧戦争。さらに明確なかたちで、（以下のよう

な－訳者）国家形成の諸戦争ならびにヨーロッ

パの列強体制における優位をめぐる諸戦争が

激化した。イタリアおよびその周辺、さらに

はフランスとの国境地帯におけるフランスと

ハプスブルクの紛争。この紛争は、その上さ

らに、フランスのトルコとの同盟関係締結に

までいたった。帝国における１５２２年から２３年

における騎士戦争や１５５２年の諸侯戦争のよう
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な身分制的－宗派的な諸戦争。ナポリとシチ

リアをめぐる諸戦争。とりわけ１５８７年から８８

年におけるイングランド－スペイン戦争。北

方およびバルト海沿岸地域におけるデンマー

ク、スウェーデン、ロシア間の諸戦争。

これらの諸紛争に関する知らせとこれにつ

いての議論は、もろもろの比較的小さな中心

部にいるヨーロッパのエリートたちにも、今

や大量に届いた。メディアを介したコミュニ

ケーションは、状況ないし機会に関連づけら

れた、すなわち、変動しやすく、（個別の－訳

者）軍事行動に限定された報告および報道活

動から、組織的な報告および報道活動に移行

した。この局面で、多様な特徴をおびた定期

刊行の印刷媒体が出現したのは偶然ではない。

ヨーロッパがますます郵便網によって覆われ

たのも偶然ではない。同時代史、政治、公法

あるいは国際的な国法すなわち国際法がこの

時に制度化されたのも、偶然ではなかった。

これらのテーマに関する折にふれての議論は

継続的な議論になり、この議論はとりわけ大

学において、さらには大学を超えて行われた。

大学の数は、宗派化の趨勢のなかで著しく増

加した。

その際に、戦争に対する認知と評価はどの

ように変化したのだろうか。たしかに、キリ

スト教世界に共通する戦争の正当化やトルコ

人ないしはイスラム教徒といった非キリスト

教徒の仇敵との戦争への動員は、維持されて

いた。しかしながら、こうした正当化と動員

は、宗派に特有な論理にしたがい、国家理性

にそくしてなされたのである。プロテスタン

ト勢力が教皇を反キリストの近くに押しやっ

たことにより、オスマン帝国による救済史的

な意味での敵性の独占状態は失われた。立証

可能なほどにもっとも信仰ふかく、そのこと

によって唯一正当であることをめぐる宗派間

の競合は、これら諸要因のためにも妨げられ、

あるいは停止させられた。しかもこの競合に

は、原理的にはオスマン帝国との戦いまでも

が含められねばならなかった。フランソワ１

世が、彼の統治ないしは彼の王朝の統治への

配慮から、スルタンと同盟を結んだことによっ

て、彼は国家理性という新たな基準を優先し

て、キリスト教にもとづく原理を放棄したわ

けである。この同盟に対し、ハプスブルク家

は、オスマンの背後でサファービー朝と接触

することで対抗した。ふたつの強国は、宗教

からの政治の分離を押し進めたことになる。

このことは、戦争の漸進的な国営化をも、す

なわち先述した国家経営に携わる人々のため

の（戦争遂行権の－訳者）留保をも意味した。

しかしながら、フーゴ・グロティウス（１５８３～

１６４５年）は、１６２５年の彼の著作『戦争と平和

の法』において、いまだに幅のある戦争概念

を主張していた。すなわち、いわゆる私闘を

もそのなかに含めたのである。

宗教改革と宗派化の争いは、今やきわめて

深く分裂するにいたったラテンキリスト教世

界内部における戦争に対して、真っ先に新た

なエネルギーを解き放った。みずからの存続

を懸念する小規模なセクトのみが、敵対勢力

の戦争への渇望を聖書的－キリスト教的にか

わすために、山上の垂訓の平和主義を流用し

たにすぎない。諸宗派は、対立の激化した局

面において、一貫してそのつど敵対勢力を悪

魔に取り憑かれた異端であると名指しした。

その結果として、敵を物理的に抹殺する権利

を主張するのみならず、それをみずからに義

務づけるまでにいたったのである。該当者が

比較的容易に隣接する似通った宗派の領域内

に逃亡することを可能にした、政治的地理学

の恩恵のみが（諸国家と諸領邦が空間的に散

在していたことがもたらした恩恵のみが－訳
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者）、この残虐な宗派の論理の広域に及ぶ暴発

からヨーロッパを守った。それにもかかわら

ず、この論理が戦争の有り様に著しい影響を

及ぼし、それによって戦争に対する人文主義

的な抑止をも阻み、滞らせたことについて、

ユグノー戦争、および少し後の三十年戦争の

宗派的局面に由来する関連のエピソードが証

明している。これらのエピソードは、ある部

分については一般的な歴史編纂と文学の論理

によって、ある部分では宗教に特有な論理、

例えば殉教潭の枠組みにおいて、われわれに

伝承されている。

これに対し、神学や法学、政治と文化の脈

絡における次のような議論は、古典的な人文

主義に、その端緒を求めるのが通例である。

すなわち、このような議論においては、所属

宗派が何であれ、ヨーロッパのキリスト教徒

を頑な異端や異教徒（ユダヤ人、イスラム教

徒、インディオ）と同列におき、同じように

扱うという非人間的なやり方が拒否されたり、

倫理と自然法を旗印としてあらゆる人間に対

する非人間的な処遇が拒絶されたりした。

しかしながら、人文主義による軍事技術と

軍政に関する議論は維持されてもいた。とい

うよりはむしろ、１６００年頃に、この議論はそ

の頂点にむかって進み、重大な、すなわち現

実の歴史においてきわめて重要な影響力を発

揮したのである。ネーデルラントの後期人文

主義者、ユストゥス・リプシウス（１５４７～１６０６

年）は、１６０２年に刊行された著作であり、あ

る後期古代の軍事理論家の作品に豊富な注解

を施して刊行したものに他ならない『ローマ

の軍隊について』でもって、そのためのもっ

とも説得力のある事例を示した。この著作は、

とりわけ古代ローマの軍団における組織と戦

術について情報を提供した。その際に本書は、

教練によって教え込まれ、固められた軍事規

律、ならびに－従来の研究ではあまり注目さ

れてこなかった点であるが－軍事上の情報伝

達を強調している。このライデン大学教授の

講義を聴講した門下生のなかには、ネーデル

ラントの総督やその兄弟もいた。リプシウス

の歴史的－軍事史的な叙述と注解は、オラニ

エ家の軍制改革に流れ込んだ。この軍制改革

こそが、（北部ネーデルラントの－訳者）蜂起

諸州が巨大なスペインの軍事組織に対抗して

持ちこたえることを可能にした。のちに改革

の中心的部分は、ブランデンブルク・プロイ

センに伝えられた。それゆえに、プロイセン

の軍事国家と軍事中心主義の発祥には、後期

人文主義も関わっていたのである。

ただし、リプシウスの二番目の、いやそれ

どころか最初のものかもしれない著作は、軍

事と戦争についてではなく、政治について論

じた。そこでは、とりわけ危機的な状況のも

とで、可能なかぎり効果的に安定を保証する

支配の規範として、政治が解釈された。これ

らの著作は、国家形成に関する同時代の傾向、

国家権力の興隆と国際的な諸国家体系の成立

に向けてなされた人文主義的な一部の議論か

ら、結論を引き出したものである。すでにニッ

コロ・マキャベッリ（１４６９～１５２７年）は、キ

リスト教精神の規範からも倫理からも解き放

たれ、自己の目的に対してのみ服する、人間

の省察と実践の領域として政治を捉えていた。

さらに彼は、こうした枠組みのなかで戦争を

新たに議論した。その際、彼が問題にしたの

は、主要には、兵士の忠誠という問いであっ

た。この問いに対し、彼は民兵団を取り上げ

ることで、次のように答えている。すなわち、

みずからの祖国のために戦うという確信を戦

士たちが抱いたときに、彼らの忠誠と覚悟の

ほどは、最も良く確保されるのである。ジョ

ヴァンニ・ボテロ（１５４４～１６１７年）は、マキャ
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ベッリにおいてはまだ用いられていなかった

国家理性というキイ概念を導入し、反宗教改

革を導入した諸侯、および継続してカトリッ

クにとどまった諸侯にとっての理想国家とし

てこの概念をあてはめた。ジャン・ボダン

（１５２９～１５９６年）は、主権のコンセプトをもた

らした。このコンセプトは、教皇権からは拒

絶された。なぜならばこのコンセプトが、（一

国の－訳者）君主に服しているアクターの（国

政への－訳者）参加要求を排除するものであっ

ただけではなく、キリスト教世界の君主たち

に対する教皇の優位までをも排除するもので

あったからである。他のイタリアやフランス

の著述家たちは、いかにしてそのつどの真の

国益が見いだされ、その国益が戦略的な国家

運営に転換されうるかについて、体系的なイ

メージを発展させた。

１６００年頃のヨーロッパにおけるこれらの背

景を前にして、全体としてみれば、つぎのよ

うな見解が支配的であった。すなわち、戦争

は、公の国家による戦争として原理的に正当

であり、頑な異教徒や非キリスト教徒、正し

い信仰から逸脱した者に対して、きわめて激

しく行われるものとされた。同時に、国家理

性の原理、および国家理性に準じて行われる

戦争の効率をあげるという原則から、したがっ

て、戦争を国家が手段として利用するという

近代的な発想にたって、戦争を強化し、戦争

の強度を高める作用、ならびに（戦争を－訳

者）阻み、規制する作用が生じた。たとえ、

戦争の推進者が、これから支配と収益を得よ

うと努める者たちであったり、すでに支配し

ている者たちであったりというように変遷し

たとしても、この時以来ヨーロッパの戦争に

随伴し、特徴を与えたと想定されるのは、こ

のような弁証法であった。

３．１７００年頃：国営化、現在への集中、
ヨーロッパ化

１７００年頃、ヨーロッパの舞台は新たに明確

に変わった。この点についてわれわれは、ふ

たたび手短に概観することにしよう。

中欧、すなわち帝国の特定地域における戦

争に起因した被害や復興の遅れを別にすれば、

郵便、飛脚制度、新聞やその他の報道活動の

拡充により、ヨーロッパの情報伝達システム

はさらに充実した。通信のやり取りは、技術

的な成果も手伝って、加速化した。この成果

には、印刷制度、出版制度、販売制度におけ

る革新がふくまれている。明らかにこれまで

よりも多くの諸地域が、（情報伝達システムに

よって－訳者）捕捉された。言い換えれば、

内部にある周辺的な地域の数が減少したこと

になる。同時に、このシステムは新たな方向

転換を経験した。経済の基軸が西方へ、すな

わち大西洋沿岸地域に移動したことにより、

地中海沿岸地域は（ヨーロッパの経済的発展

から－訳者）相対的に外れることになり、そ

の結果として、戦争の認知と評価に対してこ

の地域が歴史的－政治的にもたらすものも、

同様に後退した。その代わりに、西欧のもた

らすもの、および西欧と西欧の影響下にある

（非ヨーロッパ－訳者）世界の諸地域にある戦

場がもたらすものの意義が増大した。中欧、

すなわち帝国においては、三十年戦争が歴史

的－政治的記憶の中心を占めた。時として生

じた宗派的な残虐化、および戦争の最末期に

おける冷静な政治的－戦略的な考量からの逸

脱が、一面においては、平和主義的かつ厭世

的な評価を呼び起こした。宗教的、文学的お

よび哲学的なテクストならびに描写に訴えか

ける芸術のなかに見られるこうした傾向は、

必然的に、人類のもたらす厄災そのものとす
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る戦争非難へと帰着した。この戦争非難は、

とりわけ１６４８年の画期的な講和ののちの最初

の数十年には、いまだ強烈に残っていた。他

方、（戦争の－訳者）制御と効率化の減退を目

のあたりにして、戦略的－政治的な目標にむ

けた、政治的な（戦争の－訳者）消化も始まっ

た。この戦略的－政治的な目標とは、本来的

には、国家理性にそくして行われる戦争でもっ

て到達されるべきものであった。したがって、

その関心事は、組織化された軍事的紛争のも

つ手段としての性格と価値をふたたび作り上

げ、それを強化するところにあった。こうし

た努力は、戦争の包括的な合理化を結果とし

てもたらすことになり、諸国家体系内での優

位をめざす国家とその戦闘が有する、一段進

んだパースペクティヴに結びついた。こうし

たパースペクティヴは、西欧で形成されてい

た。西欧では、ライン地方およびネーデルラ

ント方面にむけたフランスの膨張戦争、ます

ます経済的利益をもめぐるようになったオラ

ンダとイングランドの対立、すなわち貿易戦

争、最終的には、きわめて野蛮な側面もしめ

したスペイン継承戦争（１７０１～１７１４年）が、

最も重要な経験上の事例を提供した。これら

に加えて、いうまでもなくとりわけフランス

では、王権による税と貢租の重圧に対する農

民一揆と諸都市の蜂起がおこった。これらを

鎮圧するために、定期的な軍の出動が必要と

された。

これに対して東方では、北方戦争が世紀転

換期の戦争経験を決定づけた。ロシアととも

に、ギリシャ正教の勢力が拡大した。にもか

かわらず、とりわけロシアがラテンキリスト

教世界出身の傭兵や将軍たちと契約関係をむ

すんでいたために、いずれにしても西欧の認

知において、ロシアの登場がもつ異文化接触

的な性格は、一段と重要性のないものにとど

まっていた。しかし、西欧における宗派的な

負荷もまた、今やますます克服されるにいたっ

た。しかるべき、キリスト教世界あげての対

オスマン戦争の遂行のみが、いまだ維持され

ていたにすぎない。もっともこの戦争は、今

や大幅にハプスブルク家に背負わされること

になったわけであるが。

したがって、１７００年頃の転換期については、

とりわけ以下の検討結果を確認することがで

きる。第１に、既存の強国、すなわち大部分

は王朝的な領邦諸国家による独占の意味にお

ける、戦争の大幅な国営化。第２に、古典古

代および中世の戦争体験からの隔たりが促進

される傾向。言い換えれば、同時代の諸戦争

のもつ固有性と新奇な特徴が意識されたこと

になる。最後に第３として、非ヨーロッパ世

界の戦争経験が後退したという意味でのヨー

ロッパ化。というのは、非ヨーロッパの戦場

に同時代のヨーロッパ軍事技術を転用するこ

とがますます効果を発揮し、求められていた

成果が示されたからである。

４．１８００年頃：合理化、啓蒙主義、革命

１８００年頃、すなわち近世の末期に、舞台装

置は根本的に変化していた。フランス革命に

いたるまで、ヨーロッパにおける戦争の事件

史と文化史は、主要には、二重の意味での合

理化にむかう前述した中心的な傾向によって

特徴づけられていた。すなわち、世俗化と効

率化である。たしかに、１７８９年以前の「大規

模なヨーロッパの諸戦争」が、１７世紀にはま

だそれが普通であったような、交戦諸国の広

域的な損害をともなわない、小部隊同士の戦

術にそくして進められる戦闘であることは、

実際にはきわめて稀であった。とりわけ、プ

ロイセンのフリードリヒ２世による戦争は、

一貫してその莫大な破壊行為によって目立っ

ヴォルフガング・E・J・ウェーバー・渋 谷 聡

５１２００９年３月



ていた。しかしながら、合理化への端緒は、

留意されなくてはならない。ギリシャ正教の

ロシアが参戦していたにもかかわらず、北方

戦争（１７００～１７２１年）は、ごくたまにしか、

制御不能に陥ることがなかった。その異なる

キリスト教上の特質にもかかわらず、最終的

にロシアはヨーロッパの列強体制に加入した

のである。敗北したスウェーデン国王はトル

コに逃れることができた。ロシアによって主

導された対トルコの戦争は、ハプスブルクに

よる相応する戦争と同様に、ヨーロッパ内に

おける列強同士の角逐という性格を帯びた。

すなわち、その異文化接触的な特質を喪失し

たのである。トルコは、ほぼ定期的に、ヨー

ロッパの同盟関係の中に引きずりこまれた。

時としていまだにきわめて残虐であったにし

ても、最後の、もうすでに小規模になってい

た宗派的な諸紛争、例えば１７２４年のいわゆる

トルンの流血裁判などは、もはや戦争のかた

ちをとってなされることはなかった。帝国を

顧慮することなくヨーロッパにおける（強国

への－訳者）階梯を上ろうとした、帝国の内

外におけるヴィッテルスバッハ家とホーエン

ツォレルン家の戦争と結びついた試みもまた、

何よりもまず、冷めた権力の計算にもとづい

ていた。北アメリカにおけるイングランド植

民地の独立戦争もまた、同様に評価され、直

接に支援されることもあった。とりわけ、戦

争の資金繰りならびに作戦と戦争目的の費用

にもとづく算定が、注目されるようになった。

他方で、今や決定的となった、ヨーロッパ

規模のコミュニケーションの近代性は、すで

に世界の海洋をも取り込んでいた郵便制度、

印刷と販売の近代的な革新、さらには報道状

況が画期的に厚みをましたことにもとづいて、

さらに拡張されて深められた戦争知識と戦争

に関する議論を結果としてもたらした。さら

には初めて構造的に、すなわちもはや一時的

ではないかたちで、非ヨーロッパ、とりわけ

北アメリカ、カリブ海をふくむ南アメリカの

一部地域ないしインドがこのコミュニケーショ

ンに含み込まれた。全体としてはヨーロッパ

の軍事技術が優位をたもっていたにもかかわ

らず、これらの地域では、漸進的な拡張と支

配組織の拡充とともに、とりわけグレートブ

リテンとフランスに有利な新しい軍事上の経

験が生まれた。いっていの現地住民による抵

抗運動は、戦闘の残虐性を高め、新たな説明

を要求した。この新たな説明は、戦争に対す

る評価、その具体的なかたち、そしてその意

義の構築へとふたたびはねかえった。

この点においても、不可避的に、戦争の正

当性ならびに戦争遂行の正当な形式という根

本問題が、ふたたび議論の対象となった。そ

のために刺激を与え、そのためのもっとも重

要な媒体となったのは、われわれが啓蒙主義

と呼び習わしている、１８世紀の最初の数十年

間に豊かに発展した思想史的かつ文化的な運

動である。

戦争の評価と戦争への対応に関して啓蒙主

義がもたらしたものは、まずもって、最後の

宗派的かつ宗教的な負荷を取り除いたところ

にあった。信仰は強制しうるものではない。

宗教的な確信は私事であり、自然法によって

保証されている。しかしながら、同時に信仰

は、しばしば直接に迷信に通ずるところもあ

るために、きわめて無分別であり、それゆえ

にいかがわしい。

さらにいえば、原理的に戦争は、人類史な

いしは進歩の歴史における問題をはらんだ段

階を示している。なぜならば、理性にもとづ

く意見交換や利害調整の代わりに、暴力によ

る紛争解決を、戦争が前提としているからで

ある。戦争の現象形態と拡大の論理もまた、
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語の定義どおりに、理性にもとづかないもの

である。政治的省察のより狭い領域では、と

りわけ（戦争の－訳者）費用と目的が新たな

批判にさらされた。実際に国益に奉仕する戦

争のみが、正当な戦争でありえたのである。

すなわち、こうした批判は、直接的にせよ間

接的にせよ、王朝によってきっかけを与えら

れた戦争、ないしはたんに王朝の名声や君主

の個人的な名声のために始められた戦争に対

して向けられていた。正当な国益の軍事的な

追求でさえも、そのための費用があまりにも

高すぎる場合には、批判されることがありえ

た。戦争とその形態が正当であるか、不当で

あるかに関する区別は、さらに深められた。

ヨーロッパの戦場における戦争のあり方に対

しては、ますます具体的に定義されるように

なった自然法の恒常的な遵守が、さらに強力

に求められるにいたった。例えば、こうした

脈絡のなかで、１８世紀には、捕虜に対する人

間らしい取り扱いが最初の進歩を見せ、人質

の確保や田畑の焼き払いによる生活基盤の破

壊などに見られた、以前は多かれ少なかれ許

容された戦時行為が真剣に排除されるように

なった。しかしながら、啓蒙主義のプログラ

ムは、すでに述べたように、効率化をも、す

なわち、補給組織の改善、大砲の射程距離の

改善に見られた軍備の近代化、戦術の改革な

ども含めていた。いくつかの将校の教訓潭や

傭兵の手記からは、これらのきざしから生じ

た緊張した状況を、印象深く読み取ることが

できる。しかし、これらの手記などは、戦争

の完全な放棄が啓蒙主義の地平にはなかった

ことも強調している。さらに言及されねばな

らないのは、理性と理性の能力に関する悲観

主義、および「高貴な未開人」の理性に対す

るヨーロッパの教育の成功に関する悲観主義

が蔓延するほどまでに、非ヨーロッパの戦場

における自然法的に非難の余地のない戦争遂

行への要求が弱まっていたことである。その

反対に、現地住民による残虐な戦争遂行を実

際に経験したり、誤ってそのような経験をし

たと考えられたことにより、ますます頻繁に、

同じように対応することを求める帰結にいたっ

た。すなわち、聖書でいうところの「目には

目を、歯には歯を」の再現であった。

フランス革命による画期的な転換について、

ここで詳細に立ち入る余裕はもはやない。い

ずれにしても、このとき、戦争への対応の仕

方を決定づけたのは、革命の原理と理念のも

つありあまるダイナミクスであり、保守的な

列強諸国により及ぼされた革命の存続にかか

わる脅威であり、革命家によるこの脅威の過

大評価であり、革命および反革命の両陣営に

よる組織化された暴力行使についての経験知

であった。革命の崇高な理念を守り、反動と

蛮行をになった蒙昧な列強に抗して、理性と

進歩の光を守ることは、この戦争に終末論的

な次元をもたらした。ナショナリズムが、こ

れまでには知られていなかった方法で民衆を

動員した。大量殺戮への道が開かれたのであ

る。

５．結論

われわれの概略的なスケッチは、近世ヨー

ロッパにおいて変遷する思想史的－文化的な

方向性を背景として、戦争の経験的な出現と

戦争の認知および評価との間にあるいくつか

の諸関連を問題にしてきた。検討の区分とし

ては、この時代の４つの世紀転換期が選ばれ

た。主要な成果として、一方では、評価と行

動傾向における一貫した弁証法的関係とさま

ざまな矛盾した諸関係が確認され、他方では、

一見したところとどまることのない戦争の国
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営化および国家による手段化の論理が確認さ

れた。この複雑な問題群については、ヨハネ

ス・ブルクハルトの講演が、独自の追究を進

める。しかしながら、認知と評価のきわめて

複雑で移ろいやすい混在状況のなかで（戦争

の－訳者）国営化と手段化の論理が生じたこ

とは、ここで瞥見した地平をはるかにこえる

諸問題をも提起することになる。ヨーロッパ

人として、ドイツ人として、この点について

日本の同学の皆さんからなにがしか学ぶこと

ができるとすれば、おおいに幸いである。

付記：本翻訳は、平成１９～２１年度科学研究費

補助金基盤研究（B）－（１）「近世ヨーロッパ

の戦争から見る国家とアイデンティティの形

成に関する総合的研究」（代表 渋谷 聡）に

よる成果の一部である。
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